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令和 5年 10月１日第194号（1） し　お　が　ま　さ　ま

　
　
　
　明
治
天
皇
御
製(

明
治
三
十
八
年)

　

　秋
の
夜
の
月
に
む
か
ひ
て 

祈
る
か
な

　
　
　
　
　
　
　國
の
光
の 

ま
さ
り
ゆ
く
世
を

　長
ら
く
続
い
た
猛
暑
か
ら
、
静
か
に
秋
へ
と
移
り
ゆ
く
。

コ
ロ
ナ
の
扱
い
が
五
類
に
移
行
し
、
半
年
が
経
過
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
当
神
社
に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で
自
粛
し
て
い
た

社
務
所
で
の
直な

お
ら
い会
を
、
七
月
の
鹽
竈
神
社
例
祭
よ
り
再
開
し

て
い
る
。

　来
る
十
月
七
日
よ
り
三
日
間
斎
行
さ
れ
る
講
社
大
祭
に
お

い
て
も
、
従
前
通
り
の
形
で
直
会
を
行
う
。
全
国
か
ら
詣
で

る
講
員
方
を
お
迎
え
し
、
賑
々
し
く
斎
行
す
べ
く
鋭
意
準
備

を
進
め
て
い
る
。

　も
と
よ
り
直
会
は
潔け

っ
さ
い斎

に
て
心
身
を
清
め
、
祭
儀
を
終
え
、

お
下
げ
し
た
神
饌
物
を
い
た
だ
く
事
で
、
正
し
く
御
神
威
を

拝
戴
す
る
神
事
の
一
環
で
あ
る
。

　鎌
倉
時
代
の
貞
永
元
年
、
執
権
北
條
泰
時
が
定
め
た
武
家

法
「
御
成
敗
式
目
」
が
あ
る
。
そ
の
中
に
「
神
は
人
の
敬
に

依
り
て
威
を
増
し
、
人
は
神
の
徳
に
よ
り
て
運
を
添
ふ
」
と

の
著
名
な
定
め
が
あ
る
。

　崇
敬
者
の
心
か
ら
の
敬
神
の
念
が
、
大
神
様
の
御
神
威
を

益
々
昂
じ
、
そ
し
て
そ
の
徳
は
や
が
て
全
国
の
氏
子
崇
敬
者

へ
あ
ま
ね
く
降
り
注
が
れ
る
。
く
だ
ん
の
「
式
目
」
の
条
文

は
、
古
来
よ
り
続
く
神
と
人
、
神
恩
と
奉
斎
を
今
に
伝
え
る

大
切
な
「
教
え
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

抜穂祭
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　九
月
二
十
九
日
、
志
波
彦
神

社
遷
座
記
念
祭
並
び
に
氏
子
崇

敬
会
秋
季
大
祭
が
斎
行
さ
れ
ま

し
た
。

　志
波
彦
神
社
は
延
喜
式
神
名

帳
に
陸
奥
国
百
座
の
う
ち
の
名

神
大
社
と
し
て
記
さ
れ
た
古
社

で
、
か
つ
て
は
岩
切
村
（
仙
台

市
宮
城
野
区
岩
切
）
の
冠
川
の

ほ
と
り
に
鎮
座
し
、
篤
い
崇
敬

を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　明
治
四
年
に
国
幣
中
社
に
列

格
、
明
治
七
年
に
鹽
竈
神
社
別

宮
に
遷
祀
さ
れ
ま
し
た
。

　そ
れ
か
ら
六
十
四
年
後
の
昭

和
十
三
年
に
神
職
・
氏
子
崇
敬

者
等
の
悲
願
で
あ
っ
た
御
社
殿

が
、
国
費
に
よ
り
造
営
さ
れ
ま

し
た
。

　そ
の
年
の
九
月
二
十
八
日
夜
、

鹽
竈
神
社
別
宮
と
竣
工
な
っ
た

新
社
殿
を
雨
儀
廊
で
結
び
、
志

波
彦
大
神
の
御
神
霊
が
遷
座
さ

れ
ま
し
た
。

　近
代
神
社
建
築
の
粋
を
集
め

て
造
営
さ
れ
た
御
社
殿
は
厳
格

な
趣
に
満
ち
、
昭
和
三
十
八
年

に
塩
竈
市
の
文
化
財
に
指
定
さ

れ
、
今
年
で
六
十
年
と
な
り
ま

す
。　こ

の
度
、
市
内
崇
敬
者
か
ら

の
御
篤
志
に
よ
り
、
神
門
前
手

水
舎
の
自
動
水
栓
化
工
事
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

志
波
彦
神
社

鹽

竈

神

社 

神
職
養
成
所 

　
　
　創
立
八
十
周
年
記
念
式
典
挙
行

志
波
彦
神
社
遷
座
記
念
祭

　　
並
び
に
氏
子
崇
敬
会
秋
季
大
祭

　六
月
二
十
七
日
、
当
社
神
職

養
成
所
創
立
八
十
周
年
記
念
式

典
が
、
市
内
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス

塩
釜
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。　神

職
養
成
所
は
、
昭
和
三
年
、

神
職
子
弟
の
教
育
奨
励
と
神
職

資
質
の
向
上
を
目
的
と
し
て
設

立
さ
れ
た
実
務
練
習
制
度
に
始

ま
り
ま
す
。

　昭
和
十
八
年
に
そ
れ
ま
で
の

実
務
練
習
制
度
に
代
り
神
職
養

成
所
が
設
立
さ
れ
、
今
年
で
八

十
年
の
佳
節
を
迎
え
ま
し
た
。

　昭
和
二
十
年
三
月
に
第
一
回

卒
業
式
を
挙
行
、
以
来
、
令
和

四
年
度
迄
六
百
十
三
名
の
若
者

を
斯
界
に
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　来
る
十
月
五
日
（
木
）、
裏
千

家
献
茶
祭
が
鹽
竈
神
社
左
右
宮

拝
殿
に
お
い
て
斎
行
さ
れ
ま
す
。

　当
日
は
坐
忘
斎
千
宗
室
家
元

の
お
点
前
で
濃
茶
・
薄
茶
が
点

て
ら
れ
、
御
神
前
に
御
供
え
さ

れ
ま
す
。

　祭
典
後
は
社
務
所
全
館
で
茶

会
が
催
さ
れ
、
主
催
す
る
「
茶

道
裏
千
家
淡
交
会
宮
城
支
部
」

（
藤
﨑
三
郎
助
支
部
長
）
を
は
じ

め
多
く
の
門
人
が
茶
の
湯
を
通

じ
て
交
流
を
深
め
ま
す
。

裏
千
家
献
茶
祭

 

十
月
五
日

　午
後
二
時
か
ら
の
式
典
に
は

来
賓
、
当
社
責
任
役
員
総
代
、

一
森
会
会
員
、
職
員
等
六
十
三

名
が
出
席
、
所
長
式
辞
に
続
き
、

八
甲
田
神
社
小
笠
原
定
彦
名
誉

宮
司
、
和
歌
浦
天
満
宮
小
板
政

男
宮
司
、
美
瑛
神
社
狩
野
貴
美

雄
宮
司
に
対
し
感
謝
状
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

　記
念
公
演
と
し
て
、
一
森
会

会
員
有
志
と
職
員
に
よ
る
雅
楽

演
奏
が
披
露
さ
れ
、
管
絃
壹
越

調
「
胡
飲
酒
破
」、
舞
楽
「
抜
頭
」

が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　祝
宴
の
席
で
は
、
歓
談
の
後
、

菅
原
一
森
会
会
長
の
発
声
に
よ

り
一
同
万
歳
を
三
唱
し
、
盛
会

裏
に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

昭和13年の遷座祭

手水舎

所長式辞

感謝状贈呈
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　九
月
四
日
よ
り
十
日
ま
で
の

一
週
間
、
國
學
院
大
學
の
学
生

を
受
け
入
れ
指
定
実
習
を
実
施

し
ま
し
た
。

　本
年
は
神
道
文
化
学
科
四
年

生
の
床
宿
道
也
君
、
三
年
生
の

齋
藤
陸
君
、
佐
々
木
伸
幸
君
、

星
凪
君
の
四
名
が
実
習
に
臨
み

ま
し
た
。

　祭
式
を
は
じ
め
、
禊
、
鎮
魂

行
法
、
奉
製
作
業
や
祈
祷
奉
仕

に
取
組
ん
で
い
ま
し
た
。
最
終

日
に
は
、
閉
講
奉
告
祭
を
奉
仕

し
、
実
習
が
無
事
終
っ
た
旨
、

御
神
前
に
奉
告
し
ま
し
た
。

國
學
院
大
學

國
學
院
大
學

　
　指
定
実
習
受
入

　
　指
定
実
習
受
入

節
分
祭
世
話
人
会

　会
長
就
任
奉
告
祭

塩
竈
千
人
講
祭

　六
月
二
十
五
日
、
佐
藤
今
朝

吉
講
長
以
下
五
十
名
が
参
列
し

ま
し
た
。
祭
典
後
、
永
年
継
続

表
彰
、
新
世
話
人
へ
の
委
嘱
状

の
交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

◇
四
十
年
表
彰

　
　
　
　
　
　
　佐
竹

　利
雄

◇
十
年
表
彰

　
　
　
　
　
　
　菅
原
美
弥
子

委
嘱
状
交
付

　世
話
人

　
　
　赤
間

　政
彦

講
社
大
祭
の
ご
案
内

　来
る
十
月
七
日
（
土
）
よ
り

九
日
（
月
）
に
か
け
て
講
社
大

祭
を
斎
行
し
ま
す
。

　県
内
は
も
と
よ
り
、
全
国
各

地
の
講
員
が
大
神
様
に
報
恩
の

誠
を
捧
げ
、
家
内
安
全
・
商
売

繁
盛
を
祈
願
し
ま
す
。

　ま
た
期
間
中
は
神
楽
が
奉
納

さ
れ
ま
す
。

〈
神
楽
奉
納
団
体
〉

七
日

　塩
釜
神
楽

八
日

　栗
原
神
楽

九
日

　樫
崎
法
印
神
楽
保
存
会

＊
そ
れ
ぞ
れ
午
前
九
時
よ
り
午

後
二
時
頃
ま
で

　節
分
祭
世
話
人
会
佐
藤
武
志

会
長
の
退
任
に
よ
り
、
佐
藤
一

臣
氏
が
会
長
に
就
任
と
な
り
、

九
月
四
日
に
会
長
就
任
奉
告
祭

が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　佐
藤
前
会
長
は
、
平
成
二

年
に
世
話
人
に
就
任
、
平
成

二
十
三
年
十
月
よ
り
会
長
を
務

め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
佐
藤
新

会
長
は
平
成
六
年
に
世
話
人
に

就
任
、
平
成
二
十
三
年
に
副
会

長
と
な
り
会
長
を
支
え
て
き
ま

し
た
。

　祭
典
後
、
宮
司
よ
り
委
嘱
状

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

ご
結
婚

　
　
　

お
め
で
と
う

　ご
ざ
い
ま
す

六
月　仙

台
市

　
　
　佐
藤

　容
三

　仙
台
市

　
　
　齋
藤

　美
映

　宮
城
郡

　
　
　岡
本

　陽
一

　東
京
都

　
　
　山
本

　佳
奈

　遠
田
郡

　
　
　渡
邊

　龍
聖

　栗
原
市

　
　
　髙
橋

　
　咲

　仙
台
市

　
　
　髙
橋

　
　翔

　仙
台
市

　
　
　廣
海
は
る
か

　宮
城
郡

　
　
　齊
藤

　健
吾

　青
森
県

　
　
　成
田

　真
子

　塩
竈
市

　
　
　小
野

　真
広

　塩
竈
市

　
　
　木
皿

　沙
南

　青
森
県

　
　
　齊
藤

　
　純

　黒
川
郡

　
　
　清
藤

　文
菜

　大
崎
市

　
　
　千
葉

　一
貴

　仙
台
市

　
　
　成
田

　
　香

　東
京
都

　
　
　筋
野

　
　実

　秋
田
県

　
　
　嵯
峨

　晴
美

　岩
手
県

　
　
　上
村

　健
太

　石
巻
市

　
　
　志
賀

　春
香

　神
奈
川
県

　
　岡
田

　康
平

　青
森
県

　
　
　葛
巻

　夏
穂

　塩
竈
市

　
　
　遊
佐

　亮
介

　新
潟
県

　
　
　田
邊

　紗
織

七
月　ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国

　
　
　ロ
ジ
タ
ラ
ブ
ゼ
ノ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　マ
イ
ケ
ル

　仙
台
市

　
　
　阿
部
亜
希
子

八
月　オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦

　
　
　グ
リ
ー
ノ
ゥ
マ
イ
コ
ー

　仙
台
市

　
　
　遠
藤

　
　支

　長
野
県

　
　
　大
和

　盛
幸

　東
松
島
市

　
　村
岡

　理
奈

（
敬
称
略
）
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　今
年
も
残
り
三
ヶ
月
、
穏
や

か
に
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。（
慶
）

　多
く
の
方
々
よ
り
銅
板
の
奉

納
を
頂
き
ま
し
た
。

六
月　島

根
県

　
　
　石
川

　眞
弓

　
　
　
　
　
　
　他
一
三
二
名

七
月　秋

田
県

　
　
　加
藤

　大
介

　
　
　
　
　
　
　他
一
〇
七
名

八
月　福

岡
県

　
　
　鈴
木

　大
尊

　
　
　
　
　
　
　他
一
一
三
名

　

　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

国

家

安

泰

五

穀

豊

穣

家

内

安

全

安

産

祈

願

海

上

安

全

大

漁

満

足

祭 

事 

暦 
（
十
月
か
ら

十
二
月
ま
で

）

六
月　五

日

　
　
　福
生
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　三
十
五
名

　十
七
日

　
　國
學
院
大
學
法
人
事
務
局
長

　
　
　
　
　滝
田
忠
之
氏

　
　
　
　
　
　（
一
社
）
國
學
院
大
學
院
友
会
総
務
部
長

川
津
浩
一
氏

　二
十
三
日

　福
本
家
兄
弟
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　八
名

　二
十
七
日

　一
森
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　三
十
名

七
月　二

十
七
日

　岩
手
県
神
社
庁
花
巻
支
部

　
　
　
　
　
　
　二
十
二
名

八
月　二

十
八
日

　兵
庫
県
・
生
石
神
社
総
代
会

　
　
　
　
　
　
　
　四
名

　
　〃

　
　
　第
三
十
四
回
初
任
神
職
研
修
会
受
講
者

　
　
　十
六
名

　
　　参
　

拝
　

記
　

録
　

　
　

奉

納

御

礼

毎
月　一

日

朔

日

祭

　

 

〃 

曲
木
神
社
月
次
祭

　六
日

御
釜
神
社
月
次
祭

　十
日

鹽
竈
神
社
月
次
祭

　二
十
九
日

志
波
彦
神
社
月
次
祭

十
月　七

日
〜

講

社

大

祭

　
　
　九
日

　十
七
日

神

嘗

奉

祝

祭

十
一
月

　三
日

明

治

祭

　十
五
日

七

五

三

　二
十
三
日

新
嘗
祭
・
初
穂
曳

十
二
月

　一
日

嘉

津

良

比

祭

　三
十
一
日

大
祓
式
・
除
夜
祭

銅
板
奉
納
者
芳
名

文

　芸

　欄

　
　
　
　
　

懐
メ
ロ
に
少
女
の
記
憶
夏
あ
ざ
み

　
　
　
　
　
　菅
原

　
　和
子

投
函
を
終
へ
て
鼻
歌
秋
夕
べ

　
　
　
　
　
　
　
　齋
藤

　
　豊
子

ド
ラ
マ
ー
の
ス
テ
イ
ツ
ク
捌
き
夏
の
星

　
　
　
　佐
藤

　
　悦
子

昼
寝
覚
め
猫
の
尾
つ
ぽ
を
踏
み
し
夢

　
　
　
　
　鈴
木

　ゆ
う
子

で
で
虫
や
世
相
に
疎
き
鄙
ぐ
ら
し

　
　
　
　
　
　大
野

　み
よ
子

荒
波
を
か
ぶ
り
泳
い
だ
昭
和
か
な

　
　
　
　
　
　大
友

　セ
ツ
ノ

耳
鳴
り
と
と
け
あ
つ
て
い
く
蝉
時
雨

　
　
　
　
　上
田

　由
美
子

か
ろ
き
風
に
は
重
す
ぎ
る
桐
一
葉

　
　
　
　
　
　今
田

　須
美
子

一
森
の
千
木
を
止
り
木
ほ
と
と
ぎ
す

　
　
　
　
　今
野

　紀
美
子

梅
酒
瓶
昭
和
日
付
の
母
の
文
字

　
　
　
　
　
　
　及
川

　
　源
作

人
事
異
動

人
事
異
動

退
職
（
八
月
十
日
付
）

　社
務
員

　
　伊
藤

　
　晶
子

七
夕
七
つ
飾
り

仙
台
市

　
　
　　
熊
谷
　
律
子
　
殿

社
名
入
テ
ン
ト

　二
間
×
三
間

　
　
　
　一
張

　一
・
五
間
×
二
間

　
　　
一
張

ウ
エ
イ
ト
用
砂
袋

　三
十
個

鋳
銭
釜
屋
根
修
補

仙
台
市

㈲
庄
子

　代
表
取
締
役
　
庄
子

　
明
彦

　
殿

多
賀
城
市

東
洋
キ
ャ
ン
バ
ス

　代
表

　
　
　　
鈴
木

　
正
規

　
殿


